
アンケート期間：2026/3/6-2026/3/14 Growup岡崎羽根 回答者/アンケート実施者： 16人/36人
質問 選択肢ごとの回答数 意見・自由記述 ご意見を踏まえた対応

こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 はい:13 / どちらともいえない:2 / わからない:1

・中高生の子が何人かで利用するには少し狭いかなと思い
ます
・前の羽根北教室から引っ越しして変わった時に、子供が
少し落ち着かない様子があったため。

ご意見ありがとうございます
現状の施設で考えると今の定員でいっぱいかなと思います
また、落ち着かない方には個別で相談室を使用するなど対応をさせて
頂いております

職員の配置数は適切であると思いますか。 はい:12 / わからない:2 / どちらともいえない:2 ・利用する日に部屋の中へ入る事がないのでわかりません ご意見ありがとうございます

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思いますか。
また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報伝達等への配
慮が適切になされていると思いますか。 はい:13 / わからない:3

・前の質問と同じで、部屋の中をじっくり見ることがない
のでわかりませんが、体験の日に見た感じだと、物の配置
など、子供達にわかりやすく工夫してあったと思います ご意見ありがとうございます

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。また、こ
ども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか はい:13 / わからない:2 / いいえ:1

・前の質問の答えと同じで、見る機会がないのでわかりま
せん
・靴下がすごく汚れるので 現在、上靴の使用を検討し4月から実施に向けて動いております

こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が受けら
れていると思いますか。 はい:14 / わからない:1 / どちらともいえない:1
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合っている
と思いますか。 はい:15 / わからない:1
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された
上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されていると思います
か。 はい:15 / どちらともいえない:1
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等
デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」で示
す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な
支援内容が設定されていると思いますか。 はい:15 / わからない:1

放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 はい:15 / わからない:1

・支援計画はよく考えて作っていただいてますが、実際利
用している姿を見ることがないのでわかりません。
ただ、活動内容を毎回教えていただけるので、成長を感じ
ることは多々あります。

ご意見ありがとうございます
機会があれば施設見学等で活動を見て頂けると良いかなと思います
活動内容につきましては、職員で毎月検討をしております

事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いますか。 はい:13 / どちらともいえない:3 ・外出活動の行き先が同じ場所が多い。
ご意見ありがとうございます
今後は行き先が同じにならないよう活動内容の精査を行います

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会がありま
すか。 どちらともいえない:5 / わからない:5 / はい:3 / いいえ:3
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な
説明がありましたか。 はい:15 / どちらともいえない:1
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。 はい:14 / どちらともいえない:2
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家
族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われていますか。 はい:15 / どちらともいえない:1
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況について共
通理解ができていると思いますか。 はい:14 / どちらともいえない:2
定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 はい:15 / どちらともいえない:1
事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 はい:14 / わからない:1 / どちらともいえない:1 ・あまり話す機会がないので、わかりません ご意見ありがとうございます

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の機会が
設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだい向けのイベント
の開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの
支援がされていますか。 どちらともいえない:7 / はい:7 / わからない:1 / いいえ:1
こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されているととも
に、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説明され、相
談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。 はい:13 / どちらともいえない:2 / わからない:1
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思います
か。 はい:16
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報
や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されていますか。 はい:16
個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 はい:14 / わからない:2
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていますか。また、発生
を想定した訓練が実施されていますか。 はい:13 / どちらともいえない:2 / わからない:1
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練が行わ
れていますか。 はい:12 / どちらともいえない:3 / わからない:1
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の確
保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか。 はい:14 / どちらともいえない:1 / わからない:1
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故が発生
した際の状況等について説明がされていると思いますか。 はい:12 / わからない:2 / どちらともいえない:2 ・まだそういうことがないのでわかりません

こどもは安心感をもって通所していますか。 はい:15 / どちらともいえない:1
こどもは通所を楽しみにしていますか。 はい:12 / どちらともいえない:3 / いいえ:1
事業所の支援に満足していますか。 はい:15 / どちらともいえない:1
職員の印象・態度・対応について [言葉遣い] よい:14 / おおむねよい:2
職員の印象・態度・対応について [身だしなみ] よい:15 / おおむねよい:1
職員の印象・態度・対応について [送迎時の対応] よい:13 / おおむねよい:3
職員の印象・態度・対応について [電話等の連絡対応] よい:14 / おおむねよい:2
職員の印象・態度・対応について [お子様への対応] よい:13 / おおむねよい:3
職員の印象・態度・対応について [相談のしやすさ] よい:12 / おおむねよい:3 / どちらともいえない:1
具体的なエピソードや改善点があればご記入ください （任意） ・送迎時の方には、いつも丁寧に挨拶していただいてます ご意見ありがとうございます

祝日に開所した場合利用を検討しますか? はい:6 / どちらともいえない:5 / いいえ:3 / わからない:2
・仕事が祝日もあるので、開所していただけるとありがた
いです

ご意見ありがとうございます
貴重な意見として検討事項にあげさせて頂きます

支援参観日(実際に施設での様子を見学する)等あれば参加を希望しますか? はい:12 / どちらともいえない:4 ・見る機会がないので、ぜひ見てみたいです
ご意見ありがとうございます
見学会等、活動を見て頂ける機会を作っていきたいと思います

外出、調理、工作などの活動で１か月に出しても良い金額はいくらが適当と考えま
すか? 500円～1,000円:10 / 1,000円～1,500円:6

施設を利用してからのお子様の変化等ありましたらご記入ください(任意)

・手先が器用になった気がします
・わからない事を大人に聞くようになった
・年下の子の面倒がみれるようになった
・活動を通して、指示をよく聞くことの大切さがわかるよ
うになったこと。
公共交通機関の利用ができるようになったこと。 ご意見ありがとうございます

施設での活動や就労作業等で取り入れてほしいこと等ありましたらご記入ください
(任意)

・生き物のお世話ができたらいいなと思います
・外遊び　運動
・公共機関を使った外出や、買い物
・就労体験・見学 ご意見ありがとうございます

その他施設への要望等ありましたらご記入ください (任意) ・学習支援 ご意見ありがとうございます

お子様は現在(今年度時点) 高校生:6 / 中学生:6 / 小学生:4
中学進学時の進路について現在の考えをお聞かせください 検討中:3 / 普通中学 一般級:1
進学先について考えていることや不安な点があればご記入ください(任意) ・私立も検討 ご意見ありがとうございます

高校進学時の進路について現在の考えをお聞かせください
検討中:4 / 特別支援学校:3 / 一般高校:1 / 高等支援学校:1 / 専門学
校:1

進学先について考えていることや不安な点があればご記入ください(任意) [2]

・支援学校で考えているため、療育手帳の更新が少しだけ
不安です。
・自力通学ができるか不安です
・その時の本人の状態による
・進路についての説明会があれば参加したい ご意見ありがとうございます

高校卒業後の進路について現在の考えをお聞かせください

福祉サービス利用（就労移行、就労継続A・B型、自立訓練、生活
介護など）:6 / 検討中:5 / 一般就労(企業就職等):3 / 進学(大学・短
大・専門学校):2

進学先や卒業後の生活について、具体的に考えていることや不安な点があればご記
入ください(任意)

・放デイがないため、帰宅が早いのが心配です。どこに行
くにしても馴染めるか、続くか、生活していけるのかが不
安です。
・わからな過ぎて困っています

ご意見ありがとうございます
不安なこと、分からないことをお話し頂いて少しでも進路先について
見通しが立つようなアドバイスが
出来るよう職員も情報提供出来るようにしていきます

「自立訓練（生活訓練）」という福祉サービスを知っていますか？
名前だけ知っている:8 / 知らない:3 / 知っている:3 / よくわからな
い:2

「自立訓練（生活訓練）」とは、自立した生活を送れるよう、期限（原則2年）を設
けて「日常生活で必要なスキル」を身につけるためのトレーニングを行う福祉サー
ビスです。 どのような支援があれば、「利用してみたい」と思いますか？（複数選
択可）

コミュニケーションの練習:10 / 家事練習:8 / 実習・社会権権を積む
機会:6 / 生活リズムの改善:5 / 学習サポート:5 / 趣味・関心・興味
に合わせた個別支援:4 / メンタル面のサポート:4 / 特に必要ない:3

「自立訓練（生活訓練）」 について、ご意見がありましたらお書きください 。 (任
意) ・詳しく知りたいです ご意見ありがとうございます

将来、お子様の一人暮らし（サテライト型住居含む）やグループホームでの生活に
興味はありますか？
※「サテライト型住居」とは？ ひとり暮らし用のアパートで生活しながら、必要
なときにグループホームの支援（食事や相談など）を受けられる住まいのことで
す。 ある:7 / 少しある:5 / あまりない:4
グループホームとは、地域の中で支援員からサポートを受けながら、数人で共同生
活を送る場所です。どのような支援があれば、「利用してみたい」と思いますか？
（複数選択可）

規則正しい生活:10 / 相談できる大人がいる:10 / 生活リズムの安定:
9 / 食事・健康のサポート:9 / コミュニケーション支援:6 / 就労・進
路の準備:6 / 特に必要ない:2

「グループホーム（共同生活援助）」について、ご意見がありましたらお書きくだ
さい。(任意) ・わからないので詳しく知りたいです ご意見ありがとうございます

短期入所(ショートステイ)について知っていますか?
※ 短期入所（ショートステイ）とは、施設に短期間宿泊し、 生活支援を受ける
サービスです。 ご本人の気分転換、将来の自立に向けた「宿泊の練習」、ご家族の
休息（レスパイト）を目的としたサービスです

知っている:10 / 名前だけ知っている:3 / 知らない:2 / よくわからな
い:1

弊社の運営する短期入所(ショートステイ)グローアップショートステイを利用した
ことがありますか?

知らない・よくわからない:6 / 現在は利用していないが、今後利用
したい:5 / 利用を検討したが、断念した:3 / 定期的に利用している:
2

短期入所をご利用する理由について当てはまるものを選択してください(複数選択
可)

本人の自立(経験)のため:2 / 本人の気分転換のため:2 / 家族の休憩
(レスパイト)のため:1 / 家族が家を空ける等緊急時のため:1

短期入所施設に対する要望(任意)
例：祝日営業してほしい等 ・祝日営業希望。また、2泊３日も希望。 ご意見ありがとうございます

利用に結び付かなかった理由で当てはまるものを選択してください(複数選択可)
年齢的に早い:4 / サービスの必要性を感じない:1 / 使い方がわから
ない:1 / 兄弟の用事等で時間が厳しい状況:1

短期入所施設に対する要望(任意)
例：体験会をしてしてほしい等

・ショートステイを知ってましたが、詳しく教えていただ
いてないので、どういうものか教えてほしいです

ご意見ありがとうございます
チラシがありますので、お渡し致します



アンケート期間：2026/3/6-2026/3/14 Growup岡崎羽根
質問 評価結果 工夫している点 課題や改善が必要な点

利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 はい:6 / いいえ:1

・活動内容によっては、机椅子を出し入れし、その手順も支援に繋げて
いる。
・問題なし

・今の時点での回答であり、4月からの予定は聞かされていないため、キャパの問題等は不明です。
・中高生は体も大きく利用者15名＋スタッフだと狭く感じることがある。
ドライバーさんの休憩スペースを別にしたり、女子が体温測定するスペースも体温計を小豆坂施設にあるような
センサー式のものを施設入口か支援室入口に設置すれば、支援室のスペース確保に繋がる。
体調不良時に実測が必要なら、上半身をバスタオル等でカバーし、壁側を向けば実施可能であると思う。
・特に無し

利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 はい:4 / いいえ:3

・グループLINEで勤務の可否状況を確認し合っている。
・危険を回避する意味で、「横断よし」「左よし」などの声出し運転を
継続している。

・社の指示では「新規の利用者様宅の送迎先は事前に場所の確認を要する」との事ですが、過去にはいきなりお
迎えに行くなどの前例があり、場所の特定に時間がかかったり少々危険な目にも遭遇した為、事前の確認及び指
示を徹底していただきたいと願います。
・土曜日は、スタッフ4人体制でも活動により目が行き届いていないことがある。

調理、カラオケ、外出等、子ども達のテンションが上がりがちな楽しい活動こそ、より注意深く全体数の途中把
握、個々の表情、利用者間トラブルの有無や程度を観察し、必要なサポートできるようスタッフ全員が意識して
仕事に取り組む必要があると思う。

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所
の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切
になされているか。 はい:7

・バリアフリーかつ廊下も広いので、過ごしやすい環境となっている。
・危険な場所が明確にされている

・テーブルを一時的とはいえ、壁にもたせかけて放置したり、丸椅子の上に物を積み上げて放置する事が見受け
られ、利用者（こども）が万一触れると危険だと思われる事が幾度もありました。
一時的な事でも、事故に繋がりかねない事例は改善して欲しいと願います。
・1階事務所(コピー機の所)や、スタッフのデスク周囲に利用者が入り込んでしまいやすい。
支援室はパーテーションがあるが、床にテープ等の表示があるとより分かりやすいのではないかと思う。

必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になって
いるか。 はい:7

・相談室の活用
・廊下で座り込んでいたりする子供がいる場合には、「大丈夫？スタッ
フは知ってる？」などと声を掛ける様にしている。

・高校生、中学生に混じり、1人だけ小1の利用者が居り、どうしても年齢差かあるだけに騒いだり、あばれてし
まう事が多く、一部の利用者から「何とかならないか？落ち着いて訓練出来ないから。」などの相談を受けたり、
中にはやむを得ずその曜日だけの参加を辞退された利用者も居ました。
あまりにも年齢差がある利用者の受け入れに関しては受け入れ場所の選定をするなど配慮するべきだと思いま
す。
・利用する子が大体決まっているからか、勝手に入室してしまうこともある。緊急時以外は基本的にスタッフに
確認してから利用するよう周知を徹底できると良いと思う。

業務改善を進めるためのPDCAサイクル (目標設定と振り返り) に、広く職員が参画し
ているか。 いいえ:4 / はい:3

・定期的な羽根MTの開催
・しっかりとした振り返りが必要な活動(土曜、トラブルや気にかかるこ
とがあった時、同じ活動を今後もする時等)は課題を挙げ、週明けにミー
ティングを行うようになっている。ミーティングに参加できない時は、
情報を確認し共有している。

・同じ種類の活動をする際、以前の活動から時間が空くことや、利用者同士の関係性の把握に個人差がある為
か、次回に活かされないことがある。(外出時の交通手段、乗車メンバーやスタッフ、行動班の組み合わせ等)

また、外出や調理では忙しさに追われ、送迎による帰社時刻の差もあり、スタッフの振り返りが共有出来ずに終
わることもある。

週明けのミーティングや議事録確認、意識的なコミュニケーションで補完していきたい。

保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容
を業務改善につなげているか。 はい:6 / いいえ:1 ・利用時や面談等で保護者の意向を確認できている。

・公共交通機関を利用できるようになってほしいと保護者から一定の希望があるが、車による外出プラン立案が
多い。

お金も時間も労力も、公共交通機関の方がかかり暑さ対策も必要なため、毎回でなくても良いが、季節も考慮し
年4回程は実施出来ると良いのではないかと思う。

職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 はい:6 / いいえ:1

・各種研修やMT、ジョインなど
・個別LINEとグループLINEがあることで、必要時、情報と意見の提示を
しやすくなっている。

・相手があり、情報量も多く且つ変更もあるため、意見が業務改善に繋がるまでに、確認や検討も多く時間がか
かかることがある。

自分で確認する、また情報を取りに行く意識がないと、情報共有が難しいこともある。情報把握力に個人差があ
るため、個々が信頼関係を築く努力をし、チーム力を上げたい。

第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 はい:5 / いいえ:2
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機
会が確保されているか。 はい:7 ・年間計画に基づく法人内研修や外部さん研修機会の紹介

・研修後のアンケートをもっとシンプルなものにしてほしい。一部の記述は必要だが、選択で良い項目も設けて
ほしい。

適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 はい:7 ・５領域を意識した支援

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を
客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 はい:6 / いいえ:1 ・個別支援計画の共通認識

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、
こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が
行われているか。 はい:6 / いいえ:1 ・原案作りやモニタリング段階での参画

放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われている
か。 はい:6 / いいえ:1

・利用者の個々の課題や目標を把握しているのか疑問に思う関わり方のスタッフもいる。

把握していても最適な支援が難しいこともあるが、自己満足の活動や支援に偏りすぎないよう周囲に尋ね、自己
研鑽し、より良い支援に繋がるようにしていきたい。

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメント
や、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確
認しているか。 はい:6 / いいえ:1 ・Hugの利用で個々の課題は確認しやすい。

・Hugでの記録で全員同じコピペのみは疑問に思う。一文は個別の内容を入れたい。

保護者が知りたいのは何かあった時に本人がどう対処したか、今後どうしていくとより良いかだと思う。忙しい
日でも、表情や会話の記入があると安心→信頼に繋がっていくと思う。

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デ
イサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地
域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項
目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。 はい:6 / いいえ:1

活動プログラムの立案をチームで行っているか。 はい:6 / いいえ:1

・送迎場所に偏りが無い様に互いに協力している。
・自分の活動担当時は、事前に資料や進め方の相談・確認を上長にする
ようにしている。

作業やイベント等、全体で長く行う活動は内容の検討や改善をしてい
る。

・やむを得ない事ですが、春休み・夏休み・冬休みの送迎は午前2時間、夕方2時間の勤務となり、間が開く（そ
の間の時間は事実上拘束される）上に、往復で2時間以上✖️2となり、4時間の勤務に通勤も往復で4時間を強いら
れています。無駄無く勤務できればと願います。
・個別の活動は、事前に内容の相談をしあうことはほぼ無い。
自他共に上長のみではなく、気軽に活動について話しあえると、より良い支援に気がつくこともあるので、実施
していきたい。

活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 はい:6 / いいえ:1

・５領域に合わせて内容を変えている。
・平日の作業訓練は、同じ事を繰り返す中で視点を変えることで課題が
変わるので、目標設定の変更で上手くカバーしていると思う。
紐結び・ビスカウントと解体、紙花・紙袋作成は手軽で難しすぎず、人数
が多くても作業でき、材料も安価でよく考えられた活動だと思う。

個々の活動も、スタッフそれぞれの得意なことを活かし支援に繋げてい
る。
自分の活動では、なるべく新しいことや
利用者のリクエスト、生活に必要なSSTを実施している。

・ネクタイを結ぶ、調味料計量、Tシャツを綺麗にたたむ、PC文字入力作業、難易度が高めの塗り絵なども平日
に取り入れてみると、プラスαの自信がつき、生活にも役立ち面白いかもしれない。

こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービ
ス計画を作成し、支援が行われているか。 はい:6 / いいえ:1
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担に
ついて確認し、チームで連携して支援を行っているか。 はい:4 / いいえ:3 ・打ち合わせは、毎回必ずは行なっていない。

支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行
い、気付いた点等を共有しているか。 はい:4 / いいえ:3

・必ずは行えていない。
・出勤回数が少ないため、把握できていないだけかもしれないが、平日の活動の振り返りを全体で当日中にする
のを基本的に見かけない。
送迎や個々の帰宅時間も異なるため、難しい所はあるが、何らかの形で3分で良いので行えると良いと思う。

日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 はい:6 / いいえ:1
・記録をして終わることの方が多かったが、近頃、後日ミーティングの
おかげで改善されている。

・情報の共有がしやすいよう、言いやすく、聞きやすい環境を整えるための個人の努力と相手への敬意と感謝
は、全員必要だと思う。

定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断
し、適切な見直しを行っているか。 はい:6 / いいえ:1
放課後等デイサービスガイドラインの「4つの基本活動」を複数組み合わせて支援を
行っているか。 はい:6 / いいえ:1
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育て
るための支援を行っているか。 はい:6 / いいえ:1
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状
況をよく理解した者が参画しているか。 はい:6 / いいえ:1
地域の保健、医療(主治医や協力医療機関等)、障害福祉、保育、教育等の関係機関と
連携して支援を行う体制を整えているか。 はい:6 / いいえ:1
学校との情報共有(年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等)、連絡
調整(送迎時の対応、トラブル発生時の連絡)を適切に行っているか。 はい:7

・学校の先生からの報告連絡のある時には、事業所に戻り次第、スタッ
フに漏れなく伝えている。

就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間
で情報共有と相互理解に努めているか。 はい:6 / いいえ:1
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場
合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 はい:6 / いいえ:1
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言
や研修を受ける機会を設けているか。 はい:5 / いいえ:2
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 はい:4 / いいえ:3 ・こども食堂で、他施設の利用者の方が来られることがある。

(自立支援)協議会等へ積極的に参加しているか。 はい:5 / いいえ:2
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通
理解を持っているか。 はい:6 / いいえ:1
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム (ペアレント・
トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会やや情報提供等を行っているか。 はい:5 / いいえ:2

運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 はい:7
・知り得る限りを丁重に伝え、わからないことは事業所に帰ってからス
タッフに伝えて回答してもらっている。

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こども
の最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設
けているか。 はい:6 / いいえ:1
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課
後等デイサービス計画の同意を得ているか。 はい:6 / いいえ:1
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を
行っているか。 はい:6 / いいえ:1
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交
流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会を
設ける等の支援をしているか。 はい:5 / いいえ:2
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護
者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 はい:7
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行
事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 はい:6 / いいえ:1
個人情報の取扱いに十分留意しているか。 はい:7
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 はい:7
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 はい:5 / いいえ:2
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュア
ル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施してい
るか。 はい:5 / いいえ:2 ・各種マニュアルがあるのかもしれないが、存在を知らない。

業務継続計画(BCP) を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出その他必要な訓練を行っているか。 はい:7
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 はい:6 / いいえ:1
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 はい:6 / いいえ:1 ・掲示板により保護者からの依頼を把握する様にしている。

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安
全管理が十分された中で支援が行われているか。 はい:6 / いいえ:1

・社用車を初めて使う前に、車内アラームの存在や操作方法を教えて欲しかった(初回送迎前の試運転で知らずに
アラームを鳴らした)し、2年経過しても早期に新スタッフに伝えられていない。

利用者が自宅や他施設内に入るまでの安全確認なども含めて、車内ファイルの注意事項の紙に追加があると良い
のではないかと思う。

こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組
内容について、家族等へ周知しているか。 はい:5 / いいえ:2
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしている
か。 はい:6 / いいえ:1
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 はい:6 / いいえ:1
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや
保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載して
いるか。 はい:5 / いいえ:2 ・上に重複



公表 事業所における自己評価総括表

○ 分析結果

○事業所名

○保護者評価実施期間
○保護者評価有効回答
数

○従業者評価実施期間
○従業者評価有効回答
数
○事業者向け自己評価
表作成日

Growup岡崎羽根

16

7

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取
組等 さらに充実を図るための取組等

1

2

3

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること 事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

2026/3/6-2026/3/14

2026/3/6-2026/3/14

2026/3/23

・確立/安定したプログラム提供 ・プログラム提供者のフォローが出来
るような見守りと声掛け

・新しいプログラムの発案や導入
・マンネリ化を防ぐために現プログラムの
見直しも行う

・必要なことは直接電話でお伝えした
り、面談時に改めて説明・伝達をする
ようにしている

・職員間での情報共有の強化
・児発管だけでなく、現場職員も面談等に
同席し、関係性を高めていく

・保護者の方との良好な関係性

・職員間で情報が行き届いていない
・外出企画や調理企画等、担当を伴う
内容の職員間での検討不足
・報連相不足（上司報告なしで進行さ
れることが多い）

・共有ノートの活用と強化
・朝礼/終礼時の情報伝達徹底
・職員同士の意識改革
・報告しやすい雰囲気作り

・支援のすみ分けが難しいところ ・障害度合に合わせた支援が難しい
・プログラム内容によっては参加出来
ない

・プログラム提供時間を分けて利用者の入
れ替えを行う
・職員体制を2班に分け、同時に別プログ
ラムを提供する

・情報共有不足


